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【学会記事】

アル トマン教授特別講演会

ユ991年:11月7日 午後,本 学特別講義室 を会場 として,ミ 、・.ンへ:ノ社会科学研究所In・

stitutfurs。zialwissenschaftlicheForschung(略 称=IS.'h'1F)所 長NorbertA].亡mann

教授 の本学会主催特別講演会がお こなわれた。同教授は5年.前 に.も本学を訪ね られ,西

ドイツにおけ る く労働生活 の質〉をめ ぐる論 議を紹介された こ.,とが ある。今回ぽ 「90年

代におけ るシステム的合理化 と ドイツの労働組合」Sysi・{…m{cRεld。nalization:inthe

90iesandtheFutureofUnions三nGermanyと い うタ・rトルで講演 され,ま た 講演

後には,学 外か らの研究者 も含めて活発 な質疑応答がお.::なわれた。

教授 はまず,1980年 以降 の大量生産産業での合理化が,〈 シス.テ.ム的合理化〉 とい う

べ き新 しい特徴をそなえて きた ことを説明 した。 それは市場 か ら要求 され る生産 の 〈柔

軟性〉 と競争 に耐 える 〈経済性〉を結合可能にす る新生麿方法の追求のなかか らでて き

た もので,企 業内の全職場 の最適化をはかるだけで なく,:L企.業 の枠を こえて一方で部

品供給,他 方 で製品の流通 ・販売 ・サー・ビス も含めて全'ゴτ・セスを垂直的 に結合 して調

整 しよ うとす るもので ある。 こうした方向の合理化 の中「て:dl:、各部分の 自律 と統制のバ

ランス,生 産性の上昇 とそれに.よる利益の配分の問題があらわれ,そ れは枢軸 となる企

業の戦略 とも関連する。 といって もアル トマγ教授 の見解では,.こ.の タイプの合理化へ

の志向は,意 図的 な経営戦略 とい うよ り再帰的 な学習過1塞iiのなかか らでて きた ものであ

る。

問題 は,こ のような.型の合理化が,企 業 の外にある労働組.合.と企業(事 業所)の 内部

に組織 され る経営評議会 とい う二重 の利益代表機構を もつ ドイツの労使関係に どのよ う

な影響を与 え るか とい うことである。 アル トマ ン教授は,経 営評議会 の比重が増 して労

働運動 も企業別になってい くとい う議論(し ば しば 「日本化」 といわれる)は 誤 ってい

るとい う。個別の事業所 レベルで組織 され る経営評議会はむ しろこの ような型 の合理化

の前に限界を露呈 しているのであ り,弱 体 な経営評議会をサポー トし,労 働条件を企業

を こえて平準化 し,争 議に うったえるだけでな く,行 政 や世論に41た らきかけ るとい う

労働組合の役割はむ しろ増大す るであろ う。
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教授は,ド イ ツの労働組合が,労 働運動に冷淡 な1「現代的」 な従業員の増加や;国 際

的 に展 開す る 〈システム的合理 化〉への対応 とい う困難 な課題をかか えている ことも指

摘 され た。 しか し私 の印象 に残 った ことは,旧.東 独地域 で古典的 な労働問題 に直面す る

こ とによって ドイ ツの労働運動 はその発馳k.逆 戻 りさせ られ てい るといわれた ことであ

った。 日独労使関係比較 のプロジェク トを継 続 されて きた教授の 日本的労使関係 の将来

についての見解 もたずねたい ところであ.く;たが,そ れ につ いては教授が再度来学 され る

ときを期待 したい と思 う。

(八木紀一郎)


